令和　　年　　月　　日

申請者　所属部局名（※学科等名まで記入）：

　　　　職名（※要項別表「科研費応募可能職名表」に掲げる職名を記入）：
　　　　氏名：

連絡先（メールアドレス）：

　　　　緊急連絡先（電話番号）：

私こと申請者は、科研費に応募したく、「科学研究費補助金への応募資格に関する要項」に規定する内容を理解し、以下の項目について確認（チェック☑）しましたので、本学の科研費登録者名簿への登録を承諾願います。
【応募資格についての確認事項】

· 1.本学の研究活動を行うことを職務に含む。（本学と雇用関係がある又は称号を授与若しくは付与されている。）
→雇用関係がある場合、雇用経費に専従義務が、□1.1.課されていない。 or □1.2.課されている。
 →課されている場合、
□1.2.1.雇用契約等により、次の点をすべて満たし、勤務時間外に採択課題の研究を行うことができる。
□1.2.1.1.雇用契約等により、雇用元の業務以外に自ら主体的に研究を行うことができる。
□1.2.1.2.雇用元の業務と自ら主体的に行う研究業務は、勤務時間やエフォートで区分されている。
□1.2.1.3.雇用元の業務以外の時間で、自ら主体的に行う研究に充てる時間が確保されている。
□1.2.2.雇用契約等により、勤務時間外に採択課題の研究を行うことができない。
· 2.本学の研究活動に実際に従事している。（研究の補助のみに従事している場合を除く）

· 3.雇用契約等の任期（令和   年   月   日まで）は、応募しようとしている科研費の研究期間（令和   年   月   日まで）以上が残っている。
→残っていない場合、□3.1.新しい雇用契約等の任期の内約等が研究期間以上ある。 or □3.2.内約等もない。
　　→新しい雇用契約等の任期の内約等がある場合は、具体的に記入してください。

　　　　　　　
　　　　　　　
· 4.現在、競争的研究費制度等で不正使用、不正受給又は不正行為を行ったとして応募資格の制限を受けていない。
【応募に当たっての要件に係る確認事項】

· 5.応募しようとしている研究計画の遂行上、科研費の取扱いを含め、研究が完了し、報告書等を提出するまで、研究代表者又は研究分担者としての責任を果たすことができる。
· 6.研究場所を本学内に確保することを、窓口教員及び学科長等から認められている。
· 7科研費で購入した備品等の管理場所を本学内に確保することを、窓口教員及び学科長等から認められている。
· 8.当該研究活動を、本学の活動として行う。

· 9.当該研究活動を行う場合には、本学の定める規則等を遵守する。
□10.当該研究活動の期間中、傷害保険等、必要な保険に加入する。
□11.当該研究計画の遂行上、発明等が生じた場合の取扱いは、「国立大学法人東京農工大学職務発明規程」に基づいて行うことに同意する。

【科研費への応募資格の付与等についての確認事項】（※該当する事項にチェック☑すること）
· 12.科研費への応募資格の付与を希望する。

· 13.科研費「奨励研究」への応募を予定しているため、科研費への応募資格の付与を希望しない。

· 14.科研費「研究活動スタート支援」に応募を予定する。（応募予定：　月　　日、様式U-21：□要 or □不要）

科研費登録者名簿登録承諾書

上記「科研費登録者名簿登録申請書」の内容を確認した結果、当該名簿に登録することを、

· 認めます。　　※どちらかにチェック☑してください。特に、上記申請書1.の専従義務並びに6.の研究場所及び7.の
· 認めません。　　購入備品等管理場所の確保状況をご確認ください（必要に応じて、地区事務部等に確認願います。）。
また、採択後、研究が完了し、報告書等を提出するまで、申請者に対して責任を持って指導します。

研究支援課長　殿

　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承諾者所属部局・学科等名（※裏面 チ）参照）：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承諾者氏名：
【科研費登録者名簿登録申請書の作成上の注意】

1) 研究ポータルウェブサイト「科研費の応募資格について（東京農工大学版）」を熟読の上、該当する確認欄にすべてチェック☑を入れ、必要な事項を記入後、必ず、科学研究費補助金への応募資格に関する要項別表「科研費応募可能職名表」備考欄に指定する承諾者から承諾を得て、研究支援課まで提出してください。本申請にて、本学の科研費登録者名簿及びe-Radへの「科研費の応募資格あり」とする研究者情報の登録を併せて行います。
2) □1.2.について、雇用されている経費において専従義務が課されている者（以下「被雇用者」という。）は、当該経費の職務（以下「雇用元の業務」という。）に専念する必要があります。このため、雇用元の業務に充てるべき勤務時間を前提として自ら競争的研究費等に応募することは認められません。雇用元の業務以外の時間を明確にし、かつ、その時間をもって自ら主体的に採択された研究課題の研究を行おうとする場合には、次の点をすべて満たすことを、採用時に交付される「労働条件通知書」等で確認の上、申請書を作成してください。
1 被雇用者が、雇用元の業務以外に自ら主体的に研究を行うことができる旨を雇用契約等で定められていること。
2 雇用元の業務と自ら主体的に行う研究に関する業務について、勤務時間やエフォートによって明確に区分されていること。
3 雇用元の業務以外の時間であって、自ら主体的に行おうとする研究に充てることができる時間が十分確保されていること。
3) □10.について、雇用契約等に基づき労働者災害補償保険法等による災害補償を受けることができる者は、本務（雇用元の業務。以下同じ。）で当該労災補償を受けることができる者であっても、本務外（勤務時間外）の研究活動では同労災補償を受けることができないため、□1.2.1.該当者は、別途、個人で保険に加入してください。
4) □11.について、申請者は、東京農工大学職務発明規程第2条第4項ロに定める「本学の職員」に該当します。
5) □13.について、科研費への応募資格が付与された場合、「奨励研究」に応募できなくなるので、ご留意ください。

6) □14.について、本学の科研費登録者名簿への登録申請のタイミングにより、科研費「研究活動スタート支援」に応募できない場合があるので、ご留意の上、応募予定日を記入してください。（応募期限までに十分余裕をもって申請してください。）なお、研究活動スタート支援に応募を希望する場合は、当該公募要領を事前によく確認してください。様式U-21は、同公募要領別冊（応募書類の様式・記入要領）の「応募資格に係る経緯説明書」をいいます。当該様式U-21の提出の要否を記入してください。
【研究者名簿登録承諾書の作成上の注意】
7) 承諾にあたって、科研費登録者名簿登録申請書【応募資格についての確認事項】□1.~□1.2.2.について、雇用されている経費において専従義務が課されている者は、当該経費の職務に専念する必要があります。このため、本学での勤務時間外に、採択された研究課題の研究を行うことができるかどうか、以下の事項により、確認してください。（科研費の公募要領上、次の要件をすべて満たすことが必要です。）
1 被雇用者が、雇用元の業務以外に自ら主体的に研究を行うことができる旨を雇用契約等で定められていること。
2 雇用元の業務と自ら主体的に行う研究に関する業務について、勤務時間やエフォートによって明確に区分されていること。
3 雇用元の業務以外の時間であって、自ら主体的に行おうとする研究に充てることができる時間が十分確保されていること。
　　また、同申請書の確認事項□6.・□7.について、科学研究費補助金への応募資格に関する要項第3条第1項第2号及び第3号では、窓口教員及び学科長等により、次の事項が認められていることが応募に当たっての要件となっているため、必ず、確保状況を確認の上、承諾してください。
(2)　当該研究計画を遂行するための環境（研究場所）を本学内に確保することについて、窓口教員及び学科長等により認められていること。
(3)　科研費で購入した備品等を管理する場所を本学内に確保することについて、窓口教員及び学科長等により認められていること。
8) 「承諾者」欄について、上記要項別表「科研費応募可能職名表」備考欄に指定する承諾者が、「科研費登録者名簿登録申請書」の内容を確認した上で、同名簿に登録することを認めるときに、当該承諾者が氏名等を記入してください。所属部局・学科等名は、「○○学部長」「○○学科長」、「○○施設長」、「○○センター長」等、所属・役職が分かるように、また、承諾者が「窓口教員」のときは、「窓口教員　○○・○○（所属・職名）」と記入してください。□1.2.2.にチェック☑があるときは承諾できません。□ 認めます にチェック☑しないでください。
科研費登録者名簿登録申請書
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